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名古屋教区





名古屋教区のあっちこっちミサへの参加は初めてでしたが


２７名の青年がカトリック春日井教会に集い


全国の青年たちと心をひとつにしてミサを捧げました。


初めてのあっちこっちミサということもあり


スタッフも参加者も手探りの状態での開催でしたが、


始まってみれば終始和やかな会となりました。


テーマ「出会いを救い」を分かち合い、


今日この時の出会いにも感謝するという気持ちを


お互いがもてたおかげだという気がします。





１５時に始まったミサは、青年有志によるバンド伴奏によりスタートし


テーマソング『プレゼント～出会いは救い～』を歌って締めくくられました。


あっという間の時間で、全国の各地で同じ事が行なわれていたと思い返すのは


不思議な気持ちです。そんなわずかなひと時でしたがひとりひとりが


自分の中の『出会いは救い』を見つめ、新たな気持ちを見出せたことは、


大きなお恵みだと思いました。








名古屋教区青少年委員会 　とくいかな





大阪教区





　「本当にまだ６月！？」と疑いたくなるような強い日差しの中、松浦悟郎司教司式のもと、


１５時より大阪信愛女学院聖堂にて、約４０名の青年があっちこっちミサの恵みに与りました。


入祭の歌「ともだちになるために」を歌う直前、全国で仲間たちが同じようにスタンバイしている


情景を想像し、ドキドキしたのを覚えています。大阪教区ではホスチア作りは実現しませんでしたが、


参加者、そして参加できなかった青年にとっても、あらためて「つながり」について共に感じ、


考える恵みとなりました。先日亡くなったマイケル・ジャクソンさんが中心となった「We Are The World」教区では毎年この歌を「国際協力の日」のイベントの最後に、全員で手をつないで大合唱するのが


恒例となっています。日々の生活の中で、それぞれに不安や寂しさを抱えながら歩んでいる私たちにとって


「つながっていること」は何よりも大きな勇気になります。


今年の阪神タイガースは救えそうにありませんが、私たちは「あぁ、救われているんだなあ」と実感した


今回のあっちこっちミサでした。








カトリック金剛教会  時田　逸平
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